
【対象となった委託業務】

③　360°カメラを活用した現地踏査
　現地踏査にて360°カメラを活用し、従来踏
査者の経験に依存した現地状況の把握を、誰

でも容易に記録することを可能とした。橋梁毎

異なる交通事情、橋下状況、部材構成等を取

得した全天球画像から点検に必要な情報を効

率的に且つ確実に拾い、作業計画立案に寄

与した。

④　　ＩＣＴ技術の活用に関する取組
　橋梁分野における生産性向上「ｉ-Ｂｒｉｄｇｅ」の取

組みとして、地上レーザースキャナを活用し、跨

線橋の鉄道架線との離隔を正確且つ安全に把握

し点検時の安全確保に寄与した。また近接目視

支援技術として、ＵＡＶ搭載カメラを活用すると共

に実証実験に取り組んだ。

①　現地状況に則した点検手法の選定
　現地状況（橋梁幅員、歩道有無等）、実状及び
経済性等を考慮し、現地状況に則した手法にて

点検を実施した。また本業務で採用した点検手

法を作業性、安全性、経済性等の観点から比較

表にまとめることで、コスト削減や時間短縮を図

る費用対効果の検証資料とした。

②　点検結果のグラフ化
点検結果をグラフ化することにより容易に

全体を把握できるよう工夫した。また弊社

点検履歴のある橋梁を含む管内80橋の診

断結果をもとに独自の統計値を算出し、

「劣化傾向」を分析することで、今後の長寿

命化計画策定の一助となる基礎資料とし

た。
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